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2021 年 2 月 22 日 
 

新型コロナウイルス感染症拡大地域の保健所への従業員の派遣について

 

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）によりお亡くなりになられました方々へ謹んでお悔やみ

を申し上げます。また、罹患された皆さまに心よりお見舞い申し上げますとともに早期の回復と一日

も早い感染の収束をお祈り申し上げます。 
 
塩野義製薬株式会社（本社：大阪市中央区、代表取締役社長：手代木 功、以下「塩野義製薬」また

は「当社」）は、大阪府ならびに東京都と、COVID-19 感染拡大に伴い業務が逼迫している保健所に対

して当社および当社グループ従業員を派遣し、COVID-19 感染拡大防止業務の支援を行うことについ

て合意しましたのでお知らせいたします。 
 
昨年 11 月からの COVID-19 感染拡大により急増した感染者に対応するため、医療体制や保健所へ

の負荷が増大し、業務の逼迫が続いています。現在、新規感染者数、病床使用率などの指標の改善に伴

い、徐々に落ち着きを取り戻しつつありますが、社会の安心・安全を守るための体制の維持・強化は喫

緊の課題となっています。このような状況を鑑み、当社は、大阪府ならび東京都に対して COVID-19
感染拡大に伴い業務が逼迫している保健所に従業員を派遣し業務支援を行うことで、感染拡大防止に

貢献したい旨の申し入れを行い、検討を重ねてまいりました結果、それぞれ合意に至りました。 
 
本合意に基づく当社従業員派遣の概要は以下の通りです。 

 
【派遣期間】 2021 年 2 月 22 日～3 月 31 日※ 
 
【派遣規模】 業務の逼迫度に応じて 20-30 名程度 
 
【実施業務】 保健所の事務補助（主に、保健師の周辺業務） 

（例）患者の発生情報のデータ入力、就業制限通知、検査依頼等の書類の作成、送

付、電話による聞き取りなど疫学調査の後方支援等 
 

※今後 COVID-19 感染拡大に伴い「緊急事態措置」や「まん延防止等重点措置」等が講じられ、 
保健所業務が逼迫した際には、都ならびに府と協議の上、別途派遣期間を定めることとします 

 
塩野義製薬は、取り組むべきマテリアリティ（重要課題）のひとつとして「感染症の脅威からの解

放」を特定し、治療薬の研究・開発だけにとどまらず、疾患啓発・予防・診断ならびに重症化抑制と

いった感染症のトータルケアに対する取り組みを進めております。当社はこれらの取り組みを通じて

パンデミックの早期収束を目指すとともに、安心・安全の回復に貢献するために、社会からの要請に

対して企業としての責任を果してまいります。 
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